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土地利用論序説

渡 辺 侃

　今夏北大農学部で米圏農業経営研究会が開か

れたが，それを傍聴した筆者の感想は今流行の

インプット・アウトプットとかリ蹴アプログラ

ミングとか比較的魎単なことを経済原理として

応用するもので，経済とは単純なものというの

である。経済の基盤になる技術が詞様に簡単な

原理で解けるのではないかというのが筆者の考

えだ。もちろん現実の問題はそう簡単季こは解け

ないだろうがそれはむしろ徳策酌だからであっ

て，根本的なものは簡単だと思う。

　ここに記するものはむしろ技術的な一業原理

とその経営的応用である。農業の立地は気候・

地勢及び土性の差を持っている。この三要菌は

関連がある。β本の気候は多雨であり，急傾斜

地では表土が流れ，平坦地では湿潤となるQ土

壌中の可溶分が流伸し，難溶成分のみが残って

瘡薄となる。この点は欧米気候が冷涼乾燥で土

壌の可溶成分が多く残存し，土地が肥沃でただ

水分を保持給与すればよいのと著しく異なる。

　自然には気艦，地勢，土性の躍り諸要因の一

般にいえば関係，特殊的にいえば均衡（バラン

ス）がある。均衡の例は

　土壌についてシリカとアルミナ，酸と塩1基な

らびに炭素と窒素の均衡の如きがある。最後者

は土壌中有機物のもので，主としてバクテリア

の体構成の関係と考えられる。大体土壌中炭素

10に対し窒素1の比率が成立する。窒素を含ま

ない炭素の化合物例えば純粋の繊維素や砂糖な

どを土地に与えると，それを食うバクテリア

（アゾトバクター）が繁殖し大気中の窒素を固

定し，窒素が多すぎるとそれを分解する経過が

あって，遂にパラソス状態に達するのである。

　経済学のいわゆる均衡は限界均等したがって

諸物利用の限界均等価値を以て一物一価が定ま

る状態をいうもので一定物に対する一他物の量

の一定闘係をい5ものではないと考えられる。

もしこれを一定勃と一他物との一定の比率と考

「えると過度に固定することになるので，かかる

比率が確定的のものでなく，租当輻をもつたも

の，緩やかなる関係と考うべきである。

　林木は土壌灰分をよく利白し比較的多くの繊

維素を主とする有機物を生つるものである。岩

石であっても少しのすきがあれは赤松を生ずる

のは霞本の景観として特微的なものだがその事

実を示している。関東地方の那須野では雑草よ

りも速に赤松が一面に発生するのを見た。赤松

や白樺は灰分の最も少いものだという。それで

本邦の特に傾斜土地は自然に1よ林地となるもの

である。

　本邦の低湿地蔚に北海道の泥炭地は樹木を生

ぜず草を生ずる。携水の悪い状態ではすげとか

よしとかを生ずるに過ぎない。しかし排水をす

れば良質の牧草を生ずる。やや良好の状態の泥
　　　　　　　　　の　　サ　　じ　　の　　の　　ら　　も

炭地に天然に生ずるいわのかりやす（俗称アイ

ヌワラ）牧草の代用になる。かかる状態で草地

が自然に近い。

　また本邦農業が承田稲作を主とすることが気

候から見て最も自然なることも考えられる。水

稲は酸駐に強く，比較的小量の土壌養分で，大

量の収獲を挙げるものである。

　北海道の農用地の約半までを被覆する火肉灰

の元来の性質は一定しない。物理的土壌形態す

なわち礫砂泥土の問題は略し化学的な問題を考

える。新しく噴出したものの内膚珠由の火由灰

は石灰に窪むらしく，極く親しいものはセメン

ト代用にされた。直ちに風化して比較的肥沃な

耕地となる。これに反し十勝岳や海寒岳の火山

灰は硫酸を含んで酸性が強くそれが年月を経な
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ければ植生によくない。

　阿寒厩の近く用湯附近で見られるのは酸度の

高い隷属の火肉灰が年月を経て恐らく酸が洗わ

れ，先ず葛山頂にある様なつつじを生じそれか

らしらかばを生ずる。やがてとどとかえぞとか

の針葉樹を生じ最後に針葉純林となるものの如

くである。

　筆者が考えたことは，上記が自然的経過であ

るに出し，腿拓が入婿的に行われることであ

る。すなわち，森林を伐採し，作物を栽培する

ので，土壌は可詠振の灰分を失うことである。

　　（強酸を洗出し次に灰分即ち塩基分を失った

土壌のいわゆる骸骨が硅酸と馨土であって，そ

れが土壌の弱酸性の原因となることについて詳

説する必要はないであろう。塩基分とても曹達

の如きはいわゆるアルカリ土壌が多く含むもの

で幽るが強アルカリは強酸と共に速に洗去らる

るものであるQ）

　林地，草地及水田が本邦土地利用上最も自然

なるものとして農業経営上重要裡されるが，畑

地の経営は不自然ながら入王的のものとして研

究に値する。以下この観点から考えて見る。

　世界的に考えて作物の主位に細るものは植物

学上禾本科に属することが多し・。ヨーロッパで

は紙類，アジアでは水稲，アメジカではコーン

がそれである。何放禾本科楠物の麦と稲が作物

の主位に居るかといえば，それらが比較的少い

土壌養分で生育し収獲されるからと答うべきで

ある。コーンは禾本科だが丈が高く葉が広いか

ら例外になる。豆類は窒素肥料を与えなくても

摂瘤菌によって空中窒素を固定する能力を持っ

ているが，灰成分（燐酸加冠及び石灰）を要求

することは大ぎい。馬鈴薯や甜菜は三要素成分

を多大に要求する。

　最簡単に作物土壌養分関係を添すものは乾物

や灰分量の比率で下の如きものが挙げられる。

作物乾物中神分量％

秋イ番ノJ＼装…　（実）　2．08

春播大麦（〃）3．14

表襲　　　　蓑…　（〃）　3∠09

えんどう（〃）3．21

さいとう（〃）3．63

跨　桿

〃

〃

〃

〃

5．66

5．81

7．39

4．52

5．35

8

家畜ビート根　　6．25　　　　　　同茎葉　　工6．32

甜　　　 菜　（〃）　2．32　　　　　　　〃　　　　　15．80

馬鈴薯群塊　　3．80　　　　〃　　ユ0、87

W．Sch慕lidewi最Dle　E漁ahru㎎der　Landw．

　　Ku玉t・rplぞanzen　5．aufl　1922　s　191

作物三要素反当吸較量（〆）

N P205

がく　　薮齎　　　　2，382　　　　1，421

大麦　1，343　0，775
裸　　麦　　　　1，489　　　　0，743

秋ノ」、菱　　　　1，920　　　　1，035

．春ノ」、蓑…　　　2，028　　　　1，（｝05

燕　　装…　　　1，917　　　　1，245

大　　豆　　　　3，343　　　0，877

菜　　豆　　　 2，332　　　0，974

馬鈴薯　　　 2，402　　　　1，286

ビー　ト　　　　3，342　　　　1，4ユ3

アマ　1，483　0，744

…雪麺
｛：1灘：：；窒

1：照：費：

：：1；ll：葉l

l：1溜：1鷺

1：ll1

1，979

北海i腫農業改良課経営研：修テキスト，昭33．

　北海道では，小麦や裸麦が肥沃な中性の土地

或は新開地でなければよく出来ぬが，大麦はそ

れより適性が広く，燕麦にいたっては泥炭地や

火山灰地の瘡薄地でよく生育する。道南から東

北地方には稗が重要であるがこれは気候の関係

で裸麦が出来ないからである。独逸で，小麦甜

菜土地Wejzenzuckeズ」）odenが一流∫虚日として

重粘土とされ大麦土地Cerste曲ode鍛二流地燕

蓑i，　㍉馬鈴薯土地Hafer　Kartoffelbodenカミ三…三

満己地，ライ装…土地ROggeぬbodenが巨ヨ流地（主

として軽砂土）とされるのと思合される。

　北海道の土地は北西が：重粘二とだが酸性の土

地，南東が砂土系だが火山灰地で，独逸のそれと

異る。すなわち土壌の歴史が違い，がいして酸

性土が多く，それらに恰適する作物は燕麦と馬

鈴薯と大豆くらいだ。中心となる脇門の内十勝

の中心部分が・大麦菜豆適地⇒と見南東半石狩

菓北半（富良野及i美襲）同粟南部（栗山，由仁，

長沼）及び握振西南（伊達）が小愛甜菜土地と

見ら流る。



主として土壌による作物地図
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主として気候による作物地図
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　山地及び低（泥炭）地を考慮せず主として

気候的及び土壌化を考えた地國

　私の観察では自然状態の土地に次の様な植物

交替がある。肥沃な耕地を荒らして耕癒せずに

遣くときのことであるが，最初に繁茂するのは

広葉雑草一あかざ，あざみ，いぬひゆ，えのこ

ろぐさ等一で，次ぎにクローバー特に赤花黒

葉が生じ，その後禾本科雑草すなわち芝草が生

じ，それが永続する。その理由は，土壌養分要求

が漸次充されなくなる際，それに適応する植物

が生ずるものと考えられる。

　入：：〔：の輪作なるものは菱丸即ち禾本科作物に

クローバーを入れ，次ぎに広薬作物（コーンは

禾本科だが丈が高く葉が広いから広葉作物に入

れられるし，豆類，根菜類，疏葉類が本来の広

葉作物で，中耕作物とか簿耕作物とかいわれる

ものである）を入れるのである。即ち自然の植

物順序の反対を行くものが入工の輪作（作付順

序）である。すなわち肥料なしには輪作も考え

られないこととなる。

　気候型に見れば麦，碗豆，亜麻，除虫菊，馬鈴

薯，甜菜諸牧草等は低温に適し稲，コーン，大小

豆，二目，薄荷，大根等は高温に適するものであ

る。南方府県では前春を冬作後者を夏作として

一己二毛作以上とする，北海道のいわゆる輪作

はそれを二年以上の組併せとするものである

　雑草の問題は種々の重要性があるが閑却され

ている。

　欧米における菱作はむしろ粗放で大体敬播か

それに近い密条播（ドリル播）をするものであ

る。それでも雑草を生ずることが少く収穫もか

なり多いのは乾燥気候とそれに原因する土壌の

肥沃の隷である。デンマーク農業の観察者は麦

を降雨中に刈販り放優しても腐ったり発芽した

りせぬと談っている。米国等の小麦翠巌地で刈

取と脱穀を連結機（コンバイン）で行うのは乾燥

して点火すれば燃焼する程になっているからで

ある。やや湿潤な所でも，穂刈機（ヘッダー）で引

放し，三二の上で乾かし後拾集（ピックアップ）

装丁をつけたコンバインで脱穀して行く程度で

ある。北海道でこの式の経鴬を試みたが一小清

水及千歳でやった水谷農場一が失敗に帰したの

は当然であった。北海道でも密条播が出来，府

県では広幡播が行われるのは，特に普通の条播

を必要とせぬことを示すσしかし，とにかく無除

草に依て雑草は増す。北海道で麦の連作が出来

ないのは雑草の増加と生育期間が短かくて土地

利用が完全でないことによる，亜麻や醗豆も同

様で，いきおい間日，混作，跡作が考慮される。

　春にク獅一バーを間作または混作しクローバ

ーを1～2年残して刈取利凋し後鋤込むのが長

期輪作の基本型であるがこれを緑作休閑と呼ん

でいるGしかし真の休閑ではない。

　休閑（Fallow，　Brach，　Jackerie）が大騰の古

い農業に於いて重要であった。その理由は三つ

ある。一は乾燥気候で土壌水分が不足するか

ら，休閑すなわち不作付の土地で，短期の降水

の後地表を掻いて蒸発を防ぎ，二年分の貯水で

一作をする，米圏の乾燥地帯で乾燥（地）農法

（ドライフアーミソグ）といわれるもので欧州

でも内陸は乾燥するから郷様齢勺で休閑が行わ

れる。特に冬季降爾があり積雪が少く而も凍結

が少いからその際耕鋤して鷺く，いわゆる黒休
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閑というものである。

　F．S。　Harris＆J．　W．　J◎nes；Soi玉Mo量sture　Stud

ies　u撮er　DryFarm童夏墓Utahagr　Coi　ExρSt　B

u恥0158．1917北米コタ州ネハイRePhlの正1常

降水蚤は年13．48インチで主として冬季にあ．る。

夏季の水面燕隻は47．6インチに達す，多降水の

年には夏休閑で7フィートまで水が堀くが乾燥

年には3～4ブイートにしか達しない休閑地の

春季の耕鋤，年中除草すること，夏季のハロー

掛は水分保持に役立つ，秋播小菱は6フィート

深までの水分を吸収する。中耕作物（コーン，

ピース，ポテトトース）は5フィート深までし

か吸収せず，小麦よりも深い水を吸上げない，

土中10％以下の水分では小柳は収穫出来ない。

普逸の土中水分量は17％である。深い地中の水

分は毛管力で上昇せず，上層の水分が発芽及初

期の生長に重要である。春迄刈跡を残し，それ

を焼いて耕鋤するのがよい方法である。薄跡を

1鋤込むことはよいことでない但しエーカ当20ト

ソも厩肥を入れれば保水力を増しうる。

　要之，秋播小田が乾燥地の適作なることは，

生育初期（冬）の降水により又夏季深部の水分

を利罵出来ることによる。

　第二は湿潤な土地で雑草が多く生じ，特に其

雑草が芝草類である場倉，家審を入れて喰わ

せ，それで葦がなくなったとき，耕鋤して作付

をするもので，有毛休閑（漁rbeξrache）と呼

ばるるものである。

　上記二者は乾燥地と湿潤地との地盤の差異が

ある。私は，独逸農学の父と呼ばるるテーア

（A．Thaer）と，むしろ経済学者なるチユーネ

ソ（」．H．　von　7ku聡n）の，研究立地が異るこ

と，前者がi三闘農業即ち秋挙世一春播麦一休閑

一を行う乾草農法の地盤に立ち，早春が菱一一菱

一草一草一休閑の穀草（湿地）農法の地盤に立

っていることに注還した。チユーネソが，三國

農法を以て穀草農業よりも粗放なものとし，輪

作農法即ち改良三日農業は肥沃地法なり書いて

，暗にテ「アを攻撃したのを，むしろ当らずと

考えた◎なお，私が，チユーネソを理解したの

は，号車農業を基本農業とし，自由農法や樹林

経営を派生饅業とした点にある。穀草襲法で

は，自己経営内で豊竃に得らるる草で家畜を養

10・

いその排泄物で肥料を得たので，肥料自給が基

本農業の本質である。アレーボーが，湿地と乾

燥地の両方のある土地の三隅で，湿地の刈草を

以て家藩を養い，その排泄物で乾燥地を肥やす

ことに四囲したのと本質的に異るものでない。

派生的農業の内，自由経営は都市家蜜から肥料

を得る故に出来るもので，現在の金肥施用農業

には自由の性質が加わると考えてよい。ただし

チユーネソ的施肥即ち贋肥施用と逢代的施肥即

ち金肥施用とは区携して考えねぽならない，金

肥は土壌重学（スタチク）で考えられる様な作

物吸収養分補充ではない。また林業は肥料をや

らないでよいから出来たものだ。もっとも最近

では林業も育種や施肥を考える様になった。そ

れは過去に林業の理念であった択伐，資源保続

と天然更新に代って皆伐と新駅を眼目とするに

至ったことと思合される。

　第芝の点は休閑が地力恢復犀的で行われたが

それがどこでも通用するかの問題である。地力

が土壌の風化だけで起るものとし，乾燥地では

成分の流亡が少いから，休閑すればそれだけ地

力が増すわけである。しかし湿潤多雨の気候が

下では風化した成分も滲透流亡する。いわゆる

保欝作物（Catch　Crop　Fangpflan2eのでも作

｛寸した方がよい。緑肥作が意義を持つ．こととな

る。野作体計などの表現が出て来るQ北海道な

らば麦作は夏収作（夏作）であるから緑肥作を

兼ねたク獄一バを入れるとか間作大豆を作ると

か，跡作の大饗やかぶを作ることが必要とな

る。

　（飯沼二郎氏，大槻正男博士還暦記念論文集

昭和33年掛瓢魚be　8racheを清い沐閑，　Sch

w肛zBτackeを汚い休閑とし，雑草のないの

とあるのとの藩照とされているが，私は多少疑

問を撃つ。雑華の有無は本来の気候的差異に基

づき，操作の如何に拘らないものではなかろ5

か。）

　農作のEi的は収益にある。テーアは農業の目

的が収益にあることを云ったが，輪作方式を以

て最高の技術としたので，収益醸を忘れたかと

思われる。チユーネンはその点に於て優って居

た。

　私は北海道農業試験場の経営試験の耕作方式



に麦一クロパー一諸作物の輪作体系を地取　（L

ayout）の確立と共に取入れたことを誇とする

が，実際問題としては某の時と所について最も

有利な物即ち収益の最大なるものを能う限り取

入れることに注目した。

　すなわち，輪作は技術的な基準方式である

が，経済的には変形されねぽならないものであ

る。欧米に於ては愛作を能う限り続けるのが要

求であって，昔時やむを得ざる休閑をやってを

り，それが改良された一一麦作を主とするが休

閑に代えてク獄一パーと根菜を入れた改良二圃

農業がノーフォーク地方輪作法になり・羅娘三

内農業がテ轡ア（氏）輪作農法となった一もの

と解すべきである。米国でも東北端メーン州の

農法は馬鈴薯連作，中部北方は小麦連作，加州

は疏菜果樹牧草継続作，南方では綿花連作で・

ただコーンベルトはコーン，ホイート，カウピ

一等の輪作をするのは全く比むを得ずしてのこ

とである。

　私の如上の論議は私の大正9（1920）年から

昭和2Q927）年にわたる北見での農事試験の

経験に基き，金道の成績をまとめた職掌北海道

農業経営論で糊したもので，新しいものはな

い。工藤光氏がアレーボーの農業経営学汎論を

訳して出版されたことに敬意を表する。私はあ

の癒本を消化した断りである。経営学者はあの

本を熱馴せらるることを希望する。

　なお附’湿したいのは地力の試験方法について

である。古い肥料試験が，一年限りの肥料試験

乃至二年日の残効調査糊置で止まって，永年の

施肥関係を分析しなかったことを指摘しよう。

幾分それに注意し，同一圃場に三要素試験を続

け，ただ必要上または古い理論に従って作物を

替えたのでも，要素欠乏の事実が知られ，加里

欠乏が特に泥炭地や火山灰地で初めて知られ，

加里肥料を少量ながら給与するようになったの

は，北海道農業経営に重大な進歩であったQ雑

草発生の影響を考慮しなかったのも農作試験の

欠陥であったと思う。いわゆる地方減耗試験

で，無題でもある程度の収穫が続く試験結果は

出るが，その程度の収穫は雑草に圧倒されるこ

　とを考えていない。また特殊土壌が最初の有効

燐酸に欠乏があったため，過燐酸石灰単用でよ

かったが，後に特に加毘欠乏が見られたが，そ

れを知らなかったのであった。私は北海道農業

経蛍論の主眼として，最：初からバランスのとれ

た施肥をすることを打繊した積りである。その

意味に於て，いわゆる施肥標準墨調査の如き，

調査の方法を全く誤っていたといわざるを得な

い。

　多年生作物を継続栽培することを連作という

べきでないがそれに似たものと解される。北見

地方の薄荷作がその著例である。地味肥沃の谷

間で，薄畳がよく繁茂し，雑草が少い限り，何

年間でも継続栽培される。しかし地力の続かな

い所肥料をやってでは一時繁茂するとあとに甚

しく衰え雑草にまけるので廃せねばならない。

最近の敬弔愈門門が著しく特に地力を消耗す

るよ5で，普及の最初大した評判であったが其

後成績が出ないというのは地プコが伴わないから

であろう。除虫菊の如きも最初胞料のいらない

作物となっているが継続栽培すれば衰えるの

は，竪物としての年齢からではなく，特殊な地

力の衰亡からであろう。此種地力恢復の問題は

朱だ試験方法が確立していないようである。年

々の気候による偏差を平均するため栽植の際始

を数年間一少くも三ケ年行いその‘各継続璃の結

果を平均せねばならぬ理である。

　私は最近普通の耕作に興味を持っていない。

むしろ草地の重要性を考える。欧米諸口でも，

湿地の禾草，干門地のルーサソ（アルファルフ

ァ）栽培で家畜を養うことの経済性を認めるも

のが多い。草地の施肥によって生産力を高める

ことがむしろ容易である。デソトコーソよりは

草のサイレージが奨励される。その研究が必要

であることを附言して置く。

　なお筆者の林業に鰐する興味は，故薪島善直

博士，また土壌と作物に関するそれは，三宅康

次博士に負うところが多い。附記して謝する次

第である。（昭和33年7月）
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  When Hokkaido was not yet opened, almo

st all Iand was covered by the forest, except

some swamps, new eTuption covers and baer

rock$. The ]ast one$ do not grow plants at

the first stage, and $o are not avai}able

for agriculture. The new eruption cover$ by

some volcanoes have been gradually utilized.

Sone of them contained sulfuric acids, thovgh

these xvas by year$ wasked away. Tlien

thexe grow seme p)ants which axe $omexvhat

similar to those on high mountains. The birch

 and fir tree$ follow. At last theTe consist

ed the coniferous ferests. High !urf rnoors

are under somewhat $imilar condition$.

  The fore$tries were planned principally to

maintain the originak stocks by cutting selec

ted trees and seeding naturally. But the over

cutting$, winds, worms, pests and fires

darnaged the naturai fore$ts. So the artificiaT

plantings and all-over cuttings are preferrod.

Poor fore$ts are always used foT pasturing

horse$andcattle ･
                .
  Crasslands, which contain the poor fore$t$,

foggy pacifie coa$t$ and tuerf mooer$, were

under extensive utilizations, using $ueh

wide area$, 5cho (ha.) per one horEe.

They must beimproved.

  [Ilhe dry croplands ifabandoned, grow,

herbaceolls weeds i-2 year$, then clover$,

and at Iast granl-naceens weeds, which gon

tinueseveralyears. ･ .･.'
             -
  Those course$ of weed growths aare the

ji:st adverse of erdinary erop-rotations, wh

ich are the succes$ions of wheat, barley or

fiux sown with clover in the fir$t year, then

utilize clover by cuttin.cr for feeds and plow

ed under afteT 1-2 years, and after-ward

the intertillin.ff crop$, such a$ eorn, beans,

heets and potatoes. The crop-rotations

are appreciated as the soil enrichmeRt, but

they need rnore feTtilizations. The $ingle crop

continuation$ u$e more fertilizers, disin

fectors, weedkillers and insecticides. Those

are the courses ef the inten$ifications.

  GToxving of the foader crop$ i$ as follow

$. 1) Piantin.cr permanently and feTtilizin.cr

Alfalfa, Radino clover and $ome grasse$ on

$ome same fields are rather new (agter the

recent x,rar) in its adapta"on, 2) Biennuall

y or triennually Red clovers, $owing with'

wheat, barley or flue, havxe become more

                                  'eoinmon since the world war 1.
                                         '
  The rice cu]ture on the paddy fields are

most reasonablrin summer humid and vuarm

3apan. In IshikaTi subdistrict ef Hokkaido,

it is ane$rablished industry. In the peri

pherial areas, K has been $ubiect to clim

atie fluctuations.
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